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健全化判断比率などの公表について
糸満市の
財政状況に
関する指標を
公開します。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体は健全化判

断比率（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）と、
公営企業の資金不足比率を算定して公表します。

■赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤
　字比率は「ー」と表示しています。
■実質収支は、8.2億円（6.0％）の黒字、
　連結実質収支は、29.6億円（21.6％）の黒字です。

健全化判断比率 単位：％

指標 糸満市
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早期健全化
基準

財政再生
基準

■資金不足がない場合、資金不足率は「ー」と表示
　しています。
■糸満市の公営企業は、資金不足（赤字）の会計は
　なく健全な状態です。

公営企業の資金不足率 単位：％

会計の名称 糸満市

20.00

経営健全化
基準

各比率には、財政の早期健全化や財
政再生を図るべき基準が設けられ、
これらの基準を超えた場合、各地方
公共団体は財政健全化計画などを策
定し、財政の改善を図ることとされて
います。

　糸満市の健全化判断比率などは、いずれも基準
をクリアしており健全な状態ではありますが、沖縄
県内の「市」の中では、決して良い方ではありません。
　例えば、実質公債費率は8.2％と、県内11市の中
で9位に位置しており、高い水準にあります。

財政指標に関する説明

一般会計などの実質的な赤字の程度
を比率化したもの
▶糸満市においては、12.88％以上（財
政規模による）で財政健全化団体に、
20％以上で財政再生団体となります。

実質赤字比率

一般会計および全特別会計の収支を
合算した、会計全体の実質的な赤字
の程度を比率化したもの
▶糸満市においては、17.88％以上（財
政規模による）で財政健全化団体に、
30％以上で財政再生団体になります。

連結実質赤字比率

一般会計が負担する公債費および公
債費に準じた経費の程度を比率化し
たもの
▶この比率が18％を超えた場合、地
方債を発行するためには県知事の許
可が必要になります。25％以上になる
と財政健全化団体になり一部の地方
債の発行が制限され、35％になると
財政再生団体となり多くの地方債の
発行が制限されます。

実質公債費比率

一般会計が将来負担すべき実質的な
負債（市債残高のほか退職手当支給
予定額、南部広域行政組合などの地
方債残高）の程度を比率化したもの
▶市町村においては、350％以上で財
政健全化団体となります。

将来負担比率

財政課 ☎840-8120

糸満市の財政状況は依然として
厳しい状況が続いており、さら
なる財政健全化に向けて取り組
む必要があると考えています。

目の不自由な人に糸満市
の情報を届けるため、広
報いとまんをＣＤに吹き
込み配布しています。「声
の広報」を希望する人は、
秘書防災課（☎840-8118）
まで問い合わせてくださ
い。

「声の広報」 届けます

▪月～金　
① 7時45分～7時50分
② 12時55分～13時
③ 17時55分～18時
▪土～日　
④ 12時55分～13時

ラジオ広報・市役所便り
（FMたまん）

沖縄県糸満市
Itoman City

■面積 46.60Km2 （2021年10月1日現在）
■市の花木 ブーゲンビレア　■市の木 ガジュマル
■市の花 日日草　■市の魚 タマン
（人口、世帯数、火災･救急件数は2022年9月末現在）

■人口 ■火災・救急

※(　　)内は令和4年の累計

人口
男
女
世帯数

9月
62,590
31,726
30,864
28,038

前月比
-28
-22
-6
14

前年比9月
0件
(8件)
275件
(2840件)

0
(-10件)
21

(669件)

火災

救急

　

#18

糸
満 

海
人
工
房
・
資
料
館

こ
の
コ
ラ
ム
の
中
に
我
が
ま
ち
の
独
特
な
文
化
の
保

存
と
継
承
の
大
切
さ
に
つ
い
て
頻
繁
に
書
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
最
近「
糸
満 

海
人
工
房
・

資
料
館
」の
話
を
数
回
し
ま
し
た
。
自
分
が
好
き

な
場
所
で
あ
る
以
上
、
糸
満
の
昔
か
ら
の
暮
ら
し

や
知
恵
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
の
に
貴
重
な
施

設
で
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
紹
介
す
る
の
が
遅
い
く
ら

い
だ
と
感
じ
ま
す
。

資
料
館
自
体
は
道
の
駅
の
近
く
に
あ
る「
糸
満
海

の
ふ
る
さ
と
公
園
」の
南
側
に
あ
り
ま
す
。
買
い
物

が
て
ら
で
も
気
軽
に
行
け
る
場
所
で
す
。

建
物
の
中
に
入
っ
た
ら
、
糸
満
で
暮
ら
し
て
い
る
人

な
ら
何
と
な
く
見
た
こ
と
あ
る
よ
う
な
、で
も
、

正
体
や
用
途
が
明
確
に
わ
か
ら
な
い
展
示
品
が

次
々
と
目
に
入
り
ま
す
。
三
角
の
帽
子（
ク
バ
笠
）、

特
殊
な
釣
り
の
ル
ア
ー
、
キ
ラ
キ
ラ
の
ガ
ラ
ス
の
浮

き
球
、
木
船
、
不
思
議
な
旗
、
謎
の
ち
り
取
り
、

剥
製
の
エ
ビ
、
貝
殻
で
作
ら
れ
た
用
途
不
明
の
道

具
な
ど
、
展
示
品
一
個
ず
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
展
示

さ
れ
て
い
る
意
味
を
知
り
た
く
な
り
ま
す
。こ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
物
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、い
つ
も
チ

ム
ど
ん
ど
ん
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

糸
満 

海
人
工
房
・
資
料
館
が
で
き
た
経
緯
を
こ

こ
で
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
運

営
す
る
N
P
O
法
人
ハマ
ス
ー
キ
の
初
代
理
事
長

で
あ
る
上
原
謙
さ
ん
が
長
年
か
け
て
個
人
で
収
集
し

た
り
、
作
っ
た
り
し

て
い
た
漁
具
や
海

人
の
生
活
品
を
自

分
の
家
で
展
示
し

て
い
ま
し
た
が
、

市
役
所
の
協
力
も

あ
っ
て
、
平
成
21

年
に
今
の
建
物
に

移
転
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

上
原
さ
ん
は
昨
年
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
個
人

的
に
１
度
だ
け
で
も
会
い
た
か
っ
た
凄
い
イ
チ
マ
ン

チ
ュ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
次
世
代
に
承
継
し
た
遺
産

は
本
当
に
糸
満
の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。

本
部
町
の
海
洋
文
化
館
、
那
覇
市
の
県
立
博
物

館
な
ど
、
観
光
地
で
あ
る
沖
縄
は
地
域
の
文
化
や

暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
研
究
や
資
料
を
展
示
す
る
立

派
な
施
設
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

海
人
工
房
も
糸
満
の
海
人
実
体
験
の
記
録
か
ら
、

研
究
、
情
報
発
信
な
ど
、
面
白
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

体
験
を
通
し
て
、
楽
し
く
教
育
で
き
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
海
人
必
需
品
の
ミ
ー
カ
ガ
ン（
木
製
水

中
眼
鏡
）を
作
る
こ
と
か
ら
、サ
バニ
を
乗
る
体
験

ま
で
、
文
化
に
絡
め
た
体
験
を
幅
広
く
提
供
し
て

い
ま
す
。
五
感
で
感
じ
た
も
の
は一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

\ミーカガン装着中/

入場料：大人300円　小中高学生100円

次
世
代
に
伝
統
文
化
を
継

承
す
る
の
に
こ
の
精
神
が
素

晴
ら
し
い
と
思
い
、ル
ド
は
絶

対
行
き
続
け
る
場
所
で
す
。
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No.
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旧暦の9月7日にあたる10月2日、糸満市字宇江城の照屋キク
さん宅で97歳をお祝いするカジマヤーが行われ、子や孫、ひ孫
ら親族約30人に囲まれながら盛大に長寿をお祝いしました。
カジマヤーのお祝いにあたり照屋さんは「皆さんのおかげで健
康に過ごしています。うれしいです」と感謝の言葉を話しました。

照屋  キクさん
てるや

カジマヤー盛大に祝う
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健全化判断比率などの公表について
糸満市の
財政状況に
関する指標を
公開します。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体は健全化判

断比率（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）と、
公営企業の資金不足比率を算定して公表します。

■赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤
　字比率は「ー」と表示しています。
■実質収支は、8.2億円（6.0％）の黒字、
　連結実質収支は、29.6億円（21.6％）の黒字です。

健全化判断比率 単位：％

指標 糸満市

8.2

ー
ー

／26.5

12.88 20.00
30.00
35.00

17.88
25.0
350.0

早期健全化
基準

財政再生
基準

■資金不足がない場合、資金不足率は「ー」と表示
　しています。
■糸満市の公営企業は、資金不足（赤字）の会計は
　なく健全な状態です。

公営企業の資金不足率 単位：％

会計の名称 糸満市

20.00

経営健全化
基準

各比率には、財政の早期健全化や財
政再生を図るべき基準が設けられ、
これらの基準を超えた場合、各地方
公共団体は財政健全化計画などを策
定し、財政の改善を図ることとされて
います。

　糸満市の健全化判断比率などは、いずれも基準
をクリアしており健全な状態ではありますが、沖縄
県内の「市」の中では、決して良い方ではありません。
　例えば、実質公債費率は8.2％と、県内11市の中
で9位に位置しており、高い水準にあります。

財政指標に関する説明

一般会計などの実質的な赤字の程度
を比率化したもの
▶糸満市においては、12.88％以上（財
政規模による）で財政健全化団体に、
20％以上で財政再生団体となります。

実質赤字比率

一般会計および全特別会計の収支を
合算した、会計全体の実質的な赤字
の程度を比率化したもの
▶糸満市においては、17.88％以上（財
政規模による）で財政健全化団体に、
30％以上で財政再生団体になります。

連結実質赤字比率

一般会計が負担する公債費および公
債費に準じた経費の程度を比率化し
たもの
▶この比率が18％を超えた場合、地
方債を発行するためには県知事の許
可が必要になります。25％以上になる
と財政健全化団体になり一部の地方
債の発行が制限され、35％になると
財政再生団体となり多くの地方債の
発行が制限されます。

実質公債費比率

一般会計が将来負担すべき実質的な
負債（市債残高のほか退職手当支給
予定額、南部広域行政組合などの地
方債残高）の程度を比率化したもの
▶市町村においては、350％以上で財
政健全化団体となります。

将来負担比率

財政課 ☎840-8120

糸満市の財政状況は依然として
厳しい状況が続いており、さら
なる財政健全化に向けて取り組
む必要があると考えています。

目の不自由な人に糸満市
の情報を届けるため、広
報いとまんをＣＤに吹き
込み配布しています。「声
の広報」を希望する人は、
秘書防災課（☎840-8118）
まで問い合わせてくださ
い。

「声の広報」 届けます

▪月～金　
① 7時45分～7時50分
② 12時55分～13時
③ 17時55分～18時
▪土～日　
④ 12時55分～13時

ラジオ広報・市役所便り
（FMたまん）

沖縄県糸満市
Itoman City

■面積 46.60Km2 （2021年10月1日現在）
■市の花木 ブーゲンビレア　■市の木 ガジュマル
■市の花 日日草　■市の魚 タマン
（人口、世帯数、火災･救急件数は2022年9月末現在）

■人口 ■火災・救急

※(　　)内は令和4年の累計
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あ
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忘
れ
ま
せ
ん
。

\ミーカガン装着中/

入場料：大人300円　小中高学生100円

次
世
代
に
伝
統
文
化
を
継

承
す
る
の
に
こ
の
精
神
が
素

晴
ら
し
い
と
思
い
、ル
ド
は
絶

対
行
き
続
け
る
場
所
で
す
。

ル
ド

No.
60

旧暦の9月7日にあたる10月2日、糸満市字宇江城の照屋キク
さん宅で97歳をお祝いするカジマヤーが行われ、子や孫、ひ孫
ら親族約30人に囲まれながら盛大に長寿をお祝いしました。
カジマヤーのお祝いにあたり照屋さんは「皆さんのおかげで健
康に過ごしています。うれしいです」と感謝の言葉を話しました。

照屋  キクさん
てるや

カジマヤー盛大に祝う
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